
① 木の実を使った工作（ふるさと館）
② 五束太々神楽の披露（ふるさと館）
③ 作品から答えを探すクイズ（美術館）
④ 利用団体による舞台発表
　 （いいやま女性センター未来）
⑤ 秋まつりライブ（文化交流館なちゅら）
⑥ 利用団体による作品展示
    （いいやま女性センター未来）
⑦ 「なかま」を集める ゲーム（図書館）
⑧ 缶バッジのデザインは 秋まつりの
    キャラクター「マナビン」

実施
報告

　
「
見
よ
う
、
学
ぼ
う
、
集
ま

ろ
う
！
学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ

り
」
が
、
9
月
30
日
、
10
月

1
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
ま
つ
り
は
、
飯
山
市

公
民
館
、
市
立
飯
山
図
書
館
、

飯
山
市
美
術
館
、
い
い
や
ま
女

性
セ
ン
タ
ー
未
来
、
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
、
飯
山
市

ふ
る
さ
と
館
か
ら
な
る
「
学
び

の
エ
リ
ア
」
を
会
場
に
毎
年
秋

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
ま
つ
り
当
日
は
、
利
用
団

体
に
よ
る
作
品
展
示
や
舞
台
発

表
の
ほ
か
、
く
じ
引
き
や
昔
遊

び
の
体
験
な
ど
、
来
場
す
る
皆

さ
ん
が
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
各
施
設
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
館
の
企
画
展
に

あ
わ
せ
た「
五
束
の
太
々
神
楽
」

の
披
露
に
は
多
く
の
方
が
集

ま
り
、
長
野
県
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
舞
を
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
館
を
め
ぐ
っ
て
キ
ー
ワ
ー

ド
を
完
成
さ
せ
る
ワ
ー
ド
ラ
リ

ー
も
好
評
で
、
家
族
や
友
人

同
士
で
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

全
五
種
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ

ジ
を
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い
ま

し
た
。

学
び
、
体
験
し
、
楽
し
む
場
に

飯
山
城
下
町
を
歩
く

申込先　いいやま女性センター未来 ℡ 62-0543（休館日：日曜祝日）問

第 44回 飯山市

飯山市公民館 　　℡ 62-3342

作品展示の部

舞台発表の部

◆日　時　10月21日（土）、22日（日）　9:00 ～ 17:00
◆会　場　飯山市公民館

◆期　日　11月3日（金）（祝）
◆会　場　 飯山市文化交流館なちゅら

　市内（飯水）の小中学生が制作した絵画・版画・習字
などの、飯水児童生徒図工美術・習字作品選抜展作品
の展示を行います。舞台部門は市内の小中学生と高校
生による合唱、合奏、吹奏楽等が発表されます。どう
ぞご来場ください。

①

③ ②

④

⑤

⑥⑦

⑧

飯
山
城
下
町
を
歩
く
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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

飯山城下町絵図（江戸時代後期）

　

飯
山
城
下
町
の
古
絵
図
と

現
在
の
地
図
を
比
較
す
る
と
、

町
の
変
遷
や
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
飯
山
城
下
の
町
並
み
は
、
城

防
備
の
た
め
に
鉤
型
（
か
ぎ
が

た
）
に
曲
げ
ら
れ
た
道
筋
や
、

西
側
山
麓
に
建
ち
並
ぶ
社
寺

な
ど
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、

新
た
に
道
が
通
さ
れ
た
り
、
た

め
池
や
水
路
が
埋
め
立
て
ら
れ

た
り
、
暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
化

さ
れ
た
り
と
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
古

絵
図
を
み
る
と
、
街
道
の
中

心
に
用
水
路
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

明
治
時
代
の
写
真
を
み
る
と
道

路
の
中
心
に
用
水
路
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

今
で
は
残
っ
て
い
な
い
六
軒
町

（
ろ
っ
け
ん
ち
ょ
う
）、
鷹
匠
町

（
た
か
じ
ょ
う
ま
ち
）、横
町
（
よ

こ
ま
ち
）
な
ど
の
町
名
も
絵
図

に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古

絵
図
を
片
手
に
城
下
町
を
歩
い

て
み
る
と
、道
、水
路
、区
割
り
、

建
造
物
な
ど
、
何
が
残
さ
れ
て

い
て
何
が
失
わ
れ
た
の
か
、
歴

史
的
資
源
が
残
る
特
徴
的
な

場
所
は
ど
こ
な
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
普
段
は
気
が

つ
か
な
い
よ
う
な
小
さ
な
痕
跡

が
、
江
戸
時
代
の
飯
山
城
下
町

の
風
情
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

実施
報告

き
む
ら 

ゆ
う
い
ち 

さ
ん 

講
演
会 

開
催

工
作
や
朗
読
を
楽
し
む

学
び
の
エ
リ
ア 

秋
ま
つ
り
　
６
館
で
開
催

 「クリスマスオブジェに挑戦！」講座くらしのセミナ－参加者
募集

◆期   日：11月 10日（金）
◆時   間 : 午前コース 10:00 ～正午　
　　　　   午後コース 13:30 ～ 15:30
◆場   所：いいやま女性センター未来　創作室
◆講   師：フラワーコーディネーター　清水 恵さん

◆対 象  者：市民および市内に在勤の方
◆定　   員： 午前午後各 8名（定員になり次第〆切）
◆受 講  料： 1回２００円（材料費　1回３，０００円）
◆持 ち  物 ：エプロン、ペンチ、はさみ、マスク他
◆申込期間：10月２0日（金）～ 31日（火）

お知
らせ

お知
らせ
飯山市公民館 　　℡ 62-3342 

◆期  　日：11月19日 (日）
◆時  　間：13:30 ～ 15:00
◆会　　場：飯山市公民館　講堂
◆講　　師：看護師であり、うさぎと自転車で世界を旅する
　　　　　　 冒険家の河原啓一郎さん

※託児がご利用いただけます。ご希望の方は、11月
　2日（木）までに飯山市公民館へお申込みください。

飯山雪国大学教養講座

　10年に渡る自転車世界一周国際ボランティアの旅。い
かにして長期間旅を継続できたのか。旅の装備、技術とは。
ミャンマー、ウクライナなど各国で活動した経験、海外と
日本の医療や生活文化の違いとは。医療をはじめとした各
種ボランティアや旅の経験についてのお話しです。

次々に工作品が登場しました 作品のエピソード満載の講演会でした

自転車世界一周ボランティアの旅

　

10
月
１
日
、
飯
山
雪
国
大

学
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。『
あ
か
ち
ゃ
ん
の
あ
そ

び
え
ほ
ん
シ
リ
ー
ズ
』『
あ
ら

し
の
よ
る
に
』
の
著
者
き
む
ら

ゆ
う
い
ち
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
読
ん
で
、

作
っ
て
、
絵
本
と
あ
そ
ぼ
う
！
」

で
は
、
き
む
ら
さ
ん
と
一
緒
に
、

『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』
に
登
場

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
帽
子
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
「『
あ
ら
し
の
よ
る

に
』
の
ひ
み
つ
」
で
は
、
き
む

ら
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
朗
読

と
、『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』
の

誕
生
・
成
長
秘
話
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
き
む
ら
さ
ん
の
幼
少
期

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
人
生
論
に
つ

い
て
の
お
話
も
あ
り
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ご
本
人

に
よ
る
朗
読
が
聞
け
て
感
激
し

ま
し
た
」「『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』

を
全
巻
読
ん
で
み
た
い
で
す
」

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

シリーズ



飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館問

茅を刈って里山を守ろう！茅刈り体験参加者募集参加者
募集

◆日　時 :11 月 19日（日）　8:30 ～ 12:00　
◆場   所 : 旧飯山国際スキー場
◆日　程 :8:30　飯山市公民館集合（バスで移動します）
　　　　  9:00 ～ 12:00　刈取
◆対　象 : 小学 4年生以上（小学生は保護者同伴）

◆定　　員 :30 名
◆参 加  料 : 無料
◆服　　装 : 作業のしやすい服装
◆持 ち  物 : 軍手、長靴、鎌（大人のみ）
◆申込期間 :10 月２5日（水）～ 11月 10日（金）
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飯山市ふるさと館
冬季企画展

チケット販売：飯山市文化交流館 なちゅら 　℡ 67-0311　 火曜休館

映画「瞽女 GOZE」
の上映・座談会・瞽女唄演奏会

◆日　　時　12月 17日（日）13:30 開演（13:00 開場）
◆会　　場　飯山市文化交流館なちゅら　
◆チケット（自由席）　前売り 1,500 円　当日券 2,000 円
　                           （高校生以下 500円、小学生未満は入場不可）
◆主　　催　飯山市 /飯山市教育委員会
◆共　　催　映画「瞽女 GOZE」制作委員会、瞽女ミュージアム高田
◆チケット販売　飯山市文化交流館なちゅら　10月21日（土）から
　　　　　　　　瞽女ミュージアム高田（上越市東本町1-2-33）

飯山市美術館 ℡ 62-1501 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）問

令和 5年度企画展　【第 2弾】
『星野秀樹写真展 -木々の集いに誘われて -』

◆開館時間  9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
◆料      金  大人　300 円（200 円）　
                 小人　200 円（100 円）
                 ※（ ）は団体料金　団体は 20名以上
　　　　　  ※市内　小・中学生（無料）保護者 1名無料

◆会　　期：11月 26日（日）まで

　福島県出身で 2015 年に飯山市岡山地区に移住した写真家・星野秀樹さんが「『里に暮らし、森に通う』とい
う日々の中で出会う、ブナの木々が織りなす物語」というテーマで作品を発表しています。

※星野秀樹さんによるギャラリートーク『私的写真論　
　森を撮る楽しさ、難しさ』
◆日　　時：10 月 21 日（土）　14:00 ～
◆場　　所：飯山市美術館
※ご参加いただくには入館料を申し受けます。
※お申し込みは不要ですので、お気軽にご参加ください。

「高田瞽
ご ぜ
女～心の交流～」

関連イベント

語り部 篠田澄明さんによる
「瞽女語り」

　聴く人の心に届くその「語り」。各地にて

精力的に行っている信濃町在住の篠田さんに

　　　　午前 10時～正午
◆会場　飯山市ふるさと館　企画展示室
※参加費は無料ですが、来館には入館料（200 円）
　を 頂戴します。

お知
らせ

◆スケジュール  13:30　開演、ごあいさつ
 　  13:35　広沢里枝子さんの瞽女唄演奏会
    14:05　映画「瞽女 GOZE」上映
    16:00　上映終了、休憩 15分
    16:15　座談会「越後瞽女と信州」

お知
らせ

◆日時・場所 :11月26日(日）飯山市公民館101会議室　 
◇初級　9:30 ～ 9:50 ◇上級・マイスター　10:10 ～ 10:40
※検定級は初級から始まり、合格すると次回に上位の検定　
　が受けられます。開始時間の10分前にお集りください。
◆対　　象：15歳以上（中学生は除く）
◆申込方法：検定料 200円を添えて飯山市ふるさと館
　　　　　　までお申し込みください。事前学習用の
　　　　　　「ふるさと検定ガイドブック」を差し上げま
　　　　　　す。申し込み用紙は飯山市ホームページ内
　　　　　　の文化財係からも入手できます。
◆申込期間：11月 1日（水）～ 8日（水）

飯山ふるさと検定参加者
募集

　飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴史・文化を知
り、その魅力を再発見するものです。問題は選択式で初
級はやさしい内容です。合格者へは認定証をプレゼント！
皆さまの挑戦をお待ちしています。

　昭和30年代まで飯山地方へも巡回していた盲目の女性旅芸人、「高
田瞽女」。ふるさと館では、その最後の高田瞽女として知られる杉本シ
ズさんが、晩年まで大切に所有していた三味線をはじめ、シズさんと心
の交流を続けてきた人々との絆を物語る品々を展示します。
　会期の前半（11/18～12/17）は、なちゅらで開催する映画「瞽女
GOZE」の上映に併せ、「峠を越えてきたごぜ」をテーマとした約30
点の絵画・書・詩の展示を行います。飯山地方の生活風土に深く結び
ついてきた高田瞽女の世界を、この機会にぜひお楽しみください。

　申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030　月曜休館 問

ふるさと館たいけん工房⑥

◆日　時　11月18日（土）

◆場　　所　飯山市ふるさと館
◆講　　師　阿部 よし江さん
　　　　　　（ふるさと館市民学芸員）
◆対　　象　市内小学生以上（大人・親子も
　　　　　　ご参加いただけます）
◆定　　員　20名
◆参 加  費　200 円
◆申込締切　11月 12日（日）

　ふわふわの綿や山の木の実をたっぷり使って、リース
を作りましょう♡

飯山市ふるさと
館へのメールで
のお問い合わせ
はこちらへ

参加者
募集

10:00 ～ 11:30

申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館問

 綿と木の実のリース 、作ろう！

　 申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030問

　 飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030問

飯山城御城印が
発売されました！

◆販売価格　
　1枚 330 円
◆販売場所　
　・飯山駅観光交流センター、
　・高橋まゆみ人形館、
　・飯山城址公園交流展示館「城 terrace」
　・飯山市ふるさと館

城
跡
を
訪
れ
た
記
念
証
で
す

お知
らせ

　この度（一社）信州いいやま観光局の若手
職員の皆さんと協力し、飯山城の御城印を作
成しました。
　御城印が飯山を訪れた方の記念となり、文
化財を学ぶきっかけになることを期待してい
ます。

楽しくチャレンジ！

◆会　　期　令和 5年 11月 18日（土）～令和 6年 1月 28日（日）
◆会　　場　飯山市ふるさと館　企画展示室
◆開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
◆休 館 日　毎週月曜日（月曜祝日の場合翌平日）、12/29 ～ 1/3
◆入 館 料　大人 200 円　小中学生 100 円（市内小中学生は無料）

関連イベント

語り部 篠田澄明さんによる
「瞽女語り」

　聴く人の心に届くその「語り」。各地にて　聴く人の心に届くその「語り」。各地にて

精力的に行っている信濃町在住の篠田さんに精力的に行っている信濃町在住の篠田さんに

　　　　午前 10時～正午
◆会場　飯山市ふるさと館　企画展示室
※参加費は無料ですが、来館には入館料（200 円）
　を 頂戴します。



◇
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

　
新
し
く
親
し
み
や
す
い
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健

康
を
増
進
し
、
地
区
の
皆
さ
ん

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
11
月
12
日
㈰
受
付
９
時
〜

　
飯
山
市
民
体
育
館

お
問
合
先　
飯
山
公
民
館

※
詳
細
は
字
町
公
民
館
か
ら

　
回
覧
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
令
和
５
年
度
秋
津
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
祭

　

今
年
度
は
『
趣
味
の
作
品

展
』『
お
楽
し
み
抽
選
会
』（
来

館
者
の
皆
さ
ん
全
員
が
引
け
る

ク
ジ
）
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

他
に
も
来
場
者
へ
綿
あ
め
サ
ー

ビ
ス
、
消
防
車
乗
車
体
験
他
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
で

す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場

◇
第
56
回
木
島
地
区
一
周

　
　
　
　
　
　
　
駅
伝
大
会

　
皆
さ
ま
の
盛
大
な
応
援
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　
10
月
29
日
㈰
9
時
40
分
ス
タ
ー
ト

　
山
岸
公
民
館
か
ら
木
島
小
学

　
校
ま
で
の
地
区
内
一
周
コ
ー
ス

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭　

　

瑞
穂
地
区
文
化
祭
実
行
委

員
会
で
は
、
来
る
10
月
29
日
㈰

に
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
医
療

警
報
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
に
ぎ
や

か
な
文
化
祭
に
少
し
で
も
近
づ

く
よ
う
、
地
元
の
児
童
生
徒
や

園
児
た
ち
の
作
品
展
示
、 

各
種

サ
ー
ク
ル
、
集
落
公
民
館
の
活

動
の
成
果
な
ど
の
展
示
や
、
瑞

穂
地
区
駅
伝
大
会
、
ビ
ン
ゴ
大

会
に
大
抽
選
会
。
恒
例
の
菊
花

展
も
開
催
し
ま
す
。

　
ま
だ
新
し
い
消
防
自
動
車
に

も
会
え
る
ぞ
。
ち
び
っ
子
は
消

防
自
動
車
に
乗
っ
て
写
真
を
撮

っ
て
も
ら
お
う
！　
お
楽
し
み

に
！

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の

　
う
え
、
分
散
し
て
マ
ス
ク

　
を
着
用
し
て
見
学
に
来
て

　
く
だ
さ
い
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　
柳
原
地
区
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。「
趣
味
の
作
品
展
」
と

し
て
、
大
人
の
趣
味
の
作
品
や

地
区
内
の
園
児
、
児
童
、
生
徒

の
作
品
な
ど
の
展
示
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
22
日
㈰
午
前

10
時
か
ら
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
大

会
を
行
い
ま
す
。
大
会
に
先
立

っ
て
体
験
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
柳
原
公
民
館

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

15
名
の
参
加
者
が
あ
り
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
ふ
る
さ
と
館
に

あ
る
富
倉
の
お
祭
り
「
ひ
ゃ
っ

と
」
の
映
像
を
み
て
、
昔
を
思

い
出
し
涙
ぐ
ん
で
い
る
方
も
い

ま
し
た
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　
外
様
地
区
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
の
び
の
び
と

し
た
絵
や
力
強
い
習
字
、
地
区

の
皆
さ
ま
の
生
け
花
・
絵
画
・

手
芸
な
ど
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
。

展
示
の
ほ
か
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
敬
老
の
日
に
35
名
の
招
待
者

の
参
加
で
、
4
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
敬
老
会
。
記
念
写
真
を

ば
っ
ち
り
撮
っ
た
後
は
、
お
茶

と
ど
ら
焼
き
で
三
味
線
の
旋
律

を
楽
し
み
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭

　
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
べ
く
実
行
委
員
会
で
楽
し
い

【
集
い
か
ら
の
拡
が
り
】

　

私
の
勤
務
先
で
は
、「
交
流

の
な
か
で
人
権
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
せ
ん
か
」
と

呼
び
か
け
て
、
交
流
講
座
（
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
・
も
の

づ
く
り
等
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
に
は
、
地
域
の

あ
ち
こ
ち
か
ら
、
自
分
の
興
味

関
心
に
基
づ
い
て
気
軽
に
住
民

が
集
い
、
学
び
・
体
験
に
一
緒

に
取
り
組
む
中
で
、
住
民
同
士

の
交
流
・
理
解
の
輪
を
広
げ
る

一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
願
い
が

あ
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
の
様
子

か
ら
多
く
の
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
講
座

の
参
加
者
は
、
講
座
の
体
験
を

進
め
る
中
で
、
も
っ
と
続
け
た

い
と
い
う
こ
と
で
参
加
者
同
士

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
独
自
の

活
動
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
集

い
か
ら
の
拡
が
り
を
感
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ッ
チ
ャ
講
座
の
参
加
者
か
ら

は
、「
こ
の
講
座
に
出
て
体
を

動
か
す
こ
と
が
最
近
の
楽
し

み
」「
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
で

も
気
軽
に
で
き
る
場
（
施
設
・

仲
間
）
が
あ
る
と
い
い
」「
誰
で

も
で
き
る
の
で
、
地
域
で
広
め

た
い
な
」
と
、
こ
う
い
っ
た
機

会
や
場
の
大
切
さ
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
あ
ら
た
な
つ
な
が
り
】

　
別
の
講
座
で
は
、
他
県
か
ら

飯
山
に
入
ら
れ
た
方
か
ら
、「
前

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
こ
の
体

操
を
参
加
体
験
し
て
い
た
け
れ

ど
、
こ
ち
ら
へ
越
し
て
か
ら
は

そ
う
い
う
機
会
も
場
も
な
い
も

の
と
思
っ
て
過
ご
し
た
が
、
こ

の
講
座
を
み
つ
け
数
年
ぶ
り
に

ま
た
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

仲
間
と
一
緒
に
続
け
る
の
は
糧

に
な
り
ま
す
」「
引
っ
越
し
て
か

ら
、
こ
の
地
の
郷
土
料
理
に
興

味
が
あ
り
、
近
所
の
方
か
ら
も

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い

た
。
教
え
て
い
た
だ
け
る
機
会

が
あ
る
う
ち
に
学
び
、
地
域
を

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と

い
っ
た
あ
ら
た
な
つ
な
が
り
や

地
域
へ
の
思
い
を
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す

ぶ
・
ひ
ろ
が
る
」。
こ
の
よ
う
な

住
民
の
方
々
の
思
い
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
来
年
は
ど
ん
な
講

座
・
交
流
が
で
き
る
か
な
と
楽

し
み
に
し
な
が
ら
、
企
画
を
練

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
筆
者
紹
介
】

　
青
木
さ
ん
は
、
い
い
や
ま
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
地
域
住
民
交
流

講
座
な
ど
の
企
画
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
条
の
集
落
館
長

で
あ
り
、
柳
原
地
区
集
落
館
長
会

副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
柳
原
公
民
館
）

木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
5
5

秋
津
公
民
館

℡
６
2- 

2
3
3
0

瑞
穂
公
民
館

℡
６
5- 

2
5
0
1 

柳
原
公
民
館

℡
６
2- 

5
5
6
2

富
倉
公
民
館

℡
６
7- 

2
1
3
6

外
様
公
民
館

℡
６
2- 

1
０
２
９ 

企
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
！

　
10
月
29
日
（
日
）

　
常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
村
史
と
き
わ
を
読
む
会

　
今
回
は
第
６
章
「
新
し
い
と

き
わ
」
の
中
の
「
公
民
館
」
と

「
生
活
改
善
」
に
つ
い
て
、
村
史

を
読
み
理
解
を
深
め
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
1
回:

11
月
9
日
㈭

　
第
2
回:

11
月
16
日
㈭

両
日
と
も
夜
6
時
30
分
か
ら

　
常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

講
師
：
河
内
八
郎
記
念
文
庫
運

　
　

  

営
委
員
長

        

常
盤
井
智
行
さ
ん

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　

太
田
地
区
文
化
祭
を
10
月

29
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

　
今
年
度
は
趣
味
や
児
童
・
園

児
の
作
品
な
ど
の
展
示
、
公
民

館
の
屋
台
や
小
さ
な
お
店
の
出

店
、
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
催

し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
区

内
外
問
わ
ず
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
長
・
安
協
支

部
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
も

併
せ
て
開
催
の
予
定
で
す
。

楽しい敬老会になりました

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
・
ひ
ろ
が
る
」

柳
原
地
区　
青
木
　
修

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0
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時場時場

時場時場

場

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
2

◇
富
倉
地
区　
道
祖
神
の

　
　
　
　
　
　
　
カ
ヤ
集
め

　
カ
ヤ
集
め
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
令
和
6
年
1
月
13
日
㈯

に
開
催
す
る
富
倉
地
区
道
祖
神

祭
り
の
オ
ウ
ド
（
大
き
い
も
の
）

を
作
る
の
に
カ
ヤ
が
必
要
で

す
。
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
確

認
の
う
え
、
11
月
12
日
㈰
の
正

午
ま
で
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

車
庫
の
中
へ
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

外
様
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
外
様
公
民
館
の
共
催
で
、

９
月
18
日
、
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。
対
象
者
の
う
ち
32

名
が
出
席
、
落
語
や
小
林
一
孝

氏(

中
野
市
）
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
ホ
ー
ン
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。
健
康
に
留
意
さ
れ
、
来
年

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場 時場時

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
秋
津
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◇
史
跡
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　
秋
津
地
区
内
に
は
古
墳
や
山

城
跡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
と
ん
ぼ

の
里
活
性
化
委
員
会
、
子
ど
も

会
育
成
会
と
共
催
で
、
秋
津
地

区
内
の
身
近
な
史
跡
を
探
訪
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

　
11
月
5
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
第
60
回
木
島
地
区
文
化
祭

　
木
島
保
育
園・木
島
小
学
校・

飯
山
養
護
学
校
の
皆
さ
ん
の
作

品
や
、
区
民
の
方
の
絵
画
な
ど

の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時

　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午
後
１
時

　
木
島
公
民
館

時場時場時場時

時場時

公民館長による落語

時場時

時場時場 時場時場
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趣　
味
・
実　
用

「
若
者
の
読
書
離
れ
」
と
い
う
ウ
ソ

飯
田 

一
史

裁
判
長
の
泣
け
ち
ゃ
う
お
説
教

長
嶺 

超
輝

空
き
家
に
な
る
前
の
空
き
家
対
策

氏
原 

岳
人

40
歳
か
ら
の
転
職
成
功
メ
ソ
ッ
ド

中
谷 

充
宏

無
自
覚
な
夫
の
た
め
の
妻
の
地
雷
ワ
ー
ド
事
典

岡
野 

あ
つ
こ

思
い
っ
き
り
笑
え
る
！
シ
ニ
ア
の
笑
顔
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
体
ほ
ぐ
し
体
操
40

斎
藤 

道
雄

わ
れ
わ
れ
は
仮
想
世
界
を
生
き
て
い
る

リ
ズ
ワ
ン　

バ
ー
ク

植
物
に
死
は
あ
る
の
か

稲
垣 
栄
洋

悩
み
が
ち
ょ
っ
と
軽
く
な
る
動
物
の
読
み
薬

新
宅 
広
二

ば
ね
指
の
悩
み
を
解
消
す
る
！

酒
井 
慎
太
郎

精
神
科
医
が
教
え
る
毎
日
を
楽
し
め
る
人
の
考
え
方

樺
沢 

紫
苑

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
基
本
が
分
か
る
本

八
重
洲
出
版

あ
な
た
の
ク
セ
毛
を
魅
力
に
変
え
る
方
法

Ｃ
ｕ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ 

Ｒ
ｉ
ｎ

昭
和
レ
ト
ロ
モ
ノ
語
り
ク
イ
ズ

服
部 

夏
生

よ　
み　
も　
の

老
い
と
お
金

群 

よ
う
こ

サ
ド
ン
デ
ス

相
場 

英
雄

神
の
呪
わ
れ
た
子

石
田 

衣
良

夫
妻
集

小
野
寺 

史
宜

恋
は
は
か
な
い
、
あ
る
い
は
、
プ
ー
ル
の
底
の
ス
テ
ー
キ

川
上 

弘
美

ヒ
ロ
イ
ン

桜
木 

紫
乃

存
在
の
す
べ
て
を

塩
田 

武
士

百
鬼
大
乱

真
保 

裕
一

首
都
襲
撃

高
嶋 

哲
夫

マ
リ
エ

千

早 

茜

青
春
を
ク
ビ
に
な
っ
て

額

賀 

澪

二
律
背
反

本
城 

雅
人

新
古
事
記

村
田 

喜
代
子

ヘ
ル
メ
ス

山
田 

宗
樹

郷　
　
　
土　

信
州
に
学
ぶ
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

長
野
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
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▼お菓子の袋は釣れるかな!?▼この絵本おもしろそうだなぁ

旬の本☆話題の本☆意外な本

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 11月図書館カレンダー ◇
1 水 移動図書館車①北原 ･常盤
2 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
3 金
4 土
5 日 10:30 ～おはなしひろば
6 月 休館日
7 火
8 水 移動図書館車③温井 ･秋津
9 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会

10 金 移動図書館車④太田 ･富倉
11 土
12 日 10:30 ～ブックスタート
13 月 休館日
14 火
15 水 移動図書館車①北原 ･常盤
16 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
17 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
18 土
19 日 10:30 ～おはなしひろば
20 月 休館日
21 火
22 水 移動図書館車③温井 ･秋津
23 木
24 金 移動図書館車④太田 ･富倉
25 土
26 日 10:30 ～おはなしひろば
27 月 休館日
28 火
29 水 移動図書館車①北原 ･常盤
30 木 館内整理休館日

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

　ご自宅の庭が花でいっぱいに
なったら素敵ですね。でも草取
りや管理が大変……と思ってい
る方にぜひ読んでいただきたい
一冊です。
　手間のかからない植物の選び
方や草取りを楽にするコツのほ
か、これからの季節から楽しめ
る一年草や日陰で育つ草花も掲
載されています。
　庭仕事ではなく「庭あそび」
を気軽に楽しんでみませんか。

らいぶらり
ブックレビュー 第 77回　読書週間

『私のペースでしおりは進む』
 10月 27日～11月 9日は読書週間です。
今年の標語は『私のペースでしおりは進む』
に決定しました。この言葉の背景には、「心
に残る物語との出会いを求めて、自分の
ペースで読書を楽しみたい」という標語作
者の思いが込められています。なかなか読
み進められない本もありますが、読み終え
たときには充実感や感動を得ることができ
ます。この機会に、いつもより厚い本や読
んだことのないジャンルの本にも挑戦して
みてはいかがでしょうか。きっと新たな発
見があることでしょう。ぜひご家族皆さん
で読書を楽しんでください。

職

場

体

験

働
く
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

９
月
７
日
と
８
日
の
両
日
、

城
南
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
さ

ん
が
２
名
、
図
書
館
で
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ウ

ン
タ
ー
業
務
で
は
、
利
用
者
の

方
と
の
応
対
に
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
丁
寧
に
あ
い
さ
つ

を
し
た
り
間
違
え
な
い
よ
う
に

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
り

と
、
き
ち
ん
と
対
応
で
き
て
い

ま
し
た
。

▲利用者さんとの応対では緊張
した様子

　
「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会
」

に
も
参
加
し
、
遊
び
に
来
て
く

れ
た
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
も
体
験
で

き
ま
し
た
。

　
他
に
は
お
す
す
め
本
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
り
、
ラ
ベ

ル
貼
り
な
ど
の
細
か
い
作
業
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
た
く

さ
ん
の
業
務
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
回
の
体
験
が
、

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。城
南
中
学
校
の
お
二
人
、

図
書
館
の
職
場
体
験
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

11 月 23日（木）
祝日のため

『えほんとわらべうたの会』
お休みです

11月 30日（木）
館内整理休館日

です

通常どおり開館します
（祝日は 9：30～ 17：00）

『えほんと
　わらべうたの会』も
お休みします

東小学校ブックトーク
　

９
月
13
日
に
、
東
小
学
校

の
『
読
書
旬
間
（
じ
ゅ
ん
か

ん
）』
の
一
環
で
、司
書
が
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。『
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
』と
は
、あ
る
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
何
冊
か

の
本
を
紹
介
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
１
冊

す
べ
て
を
読
む
の
で

は
な
く
、
本
の
あ
ら

す
じ
を
紹
介
し
た

り
、
一
部
を
読
ん
だ

り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
お
も
し
ろ
そ

う
」「
続
き
を
読
ん

で
み
た
い
」
な
ど
読

書
意
欲
を
起
こ
さ

せ
る
ほ
か
、
関
連
分

野
や
著
者
な
ど
に
も
興
味
を

持
た
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
３
名
の
司
書
が
参

加
し
、
低
学
年
・
中
学
年
・
高

学
年
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
学
年
に

合
っ
た
本
を
何
冊
か
紹
介
し
ま

し
た
。
司
書
が
問
い
か
け
た
り
、

話
し
か
け
た
り
す
る
と
、
児
童

た
ち
は
み
ん
な
元
気
に
応
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
の
紹
介
を
始
め

る
と
、
静
か
に
興
味
深
そ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
続
き

を
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
本
は

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
気
に
な

る
本
が
あ
れ
ば
、
学
校
の
図

書
館
で
借
り
て
も
、
市
立
図

書
館
に
来
て
借
り
て
も
い
い
の

で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
ね
！

▲楽しいブックトークの始まりです！

▲続きが気になる本はあったかな？

▲下から１㎝のところに、水平にラ
ベルを貼ります。細かい作業です。

キ
ヨ
ミ
さ
ん
の

シ
ニ
ア
の
庭
あ
そ
び
ア
イ
デ
ア

無
理
し
な
い
で
と
こ
と
ん
愉
し
む
！

長澤 淨美 /著
農山漁村文化協会
　　　　　　/出版


